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植村直己冒険館
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。
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Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

【表紙写真】　４月５日、｢豊岡の春まつり｣が市役所前広場で開催されました。フリーマーケットやどじょうすくいな
どでにぎわう会場には、３つのマスコットキャラクター（〈写真右から〉市の｢コーちゃん」、「オーちゃん｣、豊岡駅通
商店街の｢サンストちゃん｣）が登場し、まつりを盛り上げました。
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■所　在　地　豊岡市日高町伊府785
　　　　　　☎44-1515 FAX44-1514
■開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
■休　館　日　毎週水曜日（祝日、休日の場合は翌日）、年末年始（12月28
　　　　　　　　　日～1月4日）
■入　館　料　大人500円､65歳以上250円、高校生200円､小中学生150円
　　　　　　（市内在住の小中学生は無料）
■ホームページアドレス
　http://www3.city.toyooka.lg.jp/boukenkan/index.html

▲当館職員の小谷士郎が
　　　　　　　ご案内します。

▲展示室
　北極圏犬ゾリ単独行・エベレスト遠征・南極越冬などで愛用した装備
品約200点を展示。また、６つのテーマにそって冒険における「知恵と
技術」を紹介しています。展示ギャラリーでは、世界５大陸最高峰の頂
上石・家族へ綴った絵葉書・愛読書など約280点を「親しむ」「記す」「愛
でる」など７つのテーマに沿って展示しています。

▲クライミングウォール
　岩登り（横移動）体験が
楽しめます。

▲植村直己
　ふるさと公園
　植村直己の生家
に近いこの公園に
は、「高さへの挑戦」
を象徴して建てら
れたモニュメント
があります。

植村直己冒険賞
　平成８年に創設。世界的な冒険家・植村
直己の精神によって未知の世界を切り拓
き、人々に夢と希望、そして勇気を与えて
くれた創造的な行動（業績）を讃え、毎年１
人または１団体にこの賞を贈っています。

▲2008年「植村直己冒険賞」特別賞記者発表
　受賞者　堀江謙一さん（中央）

　昭和16年、日高町上
郷生まれ。
　進学した明治大学で
は山岳部に入部し、卒
業後、移民船でアメリ
カに渡り放浪登山の旅
が始まりました。
　世界で初めて５大陸
の最高峰登頂者とな
り、アマゾン河6,000
キロイカダ下り、北極
圏12,000キロ単独犬ゾ
リ旅、北極点犬ゾリ単独行など数々の偉業を達
成した日本を代表する世界的冒険家です。
　昭和59年1月、アラスカのマッキンリー登頂
成功後、下山途中で消息を絶ちました。同年4
月に国民栄誉賞を受賞し、今もなお、世界の人々
から愛され、賞賛されています。

植村直己プロフィール　建物の長さは、植村
直己の「距離への挑戦」
を表現し、通路は大地
を切り裂くクレバスを
イメージしています。
　植村直己がこよなく
愛したふるさとの美し
く厳しい自然にふれな
がら、冒険家植村直己
の業績と人間像を五感
を通して感じとってく
ださい。


